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浄

『
続

日
本
紀

』
養

老
元
年

四
月
の

「僧
尼
令
」
を
北具

兄
に
し
た
詔
に

「
僧
尼

依

二仏
道

一持

二神
兄

一
以
救

二溺
徒

一施

二湯
薬

一而
療
二
痢
病
一於
レ
令
聴
レ
之
。
方
今

僧
尼
輔
向
二
病
人
之
家

一詐
祈
二
幻
佐

之
情

こ

と
あ

つ
て
、
当
時
、
僧
尼
が
医
療

行
為
者
と
し
て
台
頭

し
て
い
た
事

が
理
解
で
き
る
。
従
来
の
医
学
史
も
指
摘
す

る
よ
う
に
、
日
本

の
医
療

の
歴
史
は
仏
教
医
学

で
あ
り
、
古
代
、
中
世
を
通

し

て
医
師
的
僧
侶
が
医
療

の
大
半
を
占
め

て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
時

の
医

学
書
か
ら
演
繹
的

に
医
療

の
具
体
像
を
究
明
し
て
き
た
日
本
医
学
史

で
あ
り
、

再
度
、
日
本

の
庶
民
仏

教
史
側
か
ら
僧
尼
と
医
学

の
関
連
性
、
及
び
、

医
療

の

具
体
像

を
明
ら
か

に
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
に
取

り
挙
げ
た
古
代

の
禅
師
と

は
、
中
世
禅
宗

の
禅

師
で

は
な
く
、
古
代

の
山
林
修
行
を
実
践

し
た
民
間
的
宗

教
者
で
あ
る
。
禅
師

と

い
う
呼
称

は
、

山
林
修
行
を
意
味
す

る
禅
定
か
ら
き
た

言
葉
と
思

わ
れ
、
古
代

の
各
文
献
、
説
話
文
学

に
現

わ
れ
、
そ

の
職
能
と
し

て

医
療
技
術
を
備

え
て

い
た
事
が
理
解

で
き
る
。
例

え
ば
、
『
日
本

霊

異

記
』

に

は
、
禅
師
が
大
乗
経
、

法
華
経
等

の
経
典

の
読
諦

に
よ

つ
て
庶

民
の
病
を
治

し

た
説
話
が
散
見
す

る
が
、

こ
れ
は
、
経
典

の
究
術
性
に
期
待

し
た
医
療
行
為

の

具
体
例
で
あ
る
。
『
僧
尼
令
』

の

「
依
仏

法
持
兄
救
病
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と

を
意
味

し

て
い
る
。
『
霊
異
記
』
に
み
え
る
禅
師

は
、
山
林
修
行
を
重
ね
た
民
間

を
行
脚
す

る
私

度
僧

と
思

わ
れ
、
優
婆

塞
、
沙
弥
、
化
主
と
呼
ば
れ
る
聖

の
別

称

と
考
え
ら
れ

る
。
従

つ
て
、
庶
民
層

の
医
療

は
、

こ
の
よ
う
な
民
間
宗
教
者

に
よ

つ
て
な
さ
れ
て
い
た
事
が
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。
こ
の
禅
師
と
呼
ば
れ

る
宗
教
者
は
、
早
く

は

『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
六
年
条
に
、
百
済
国
か
ら
来

朝

し
た
事
が

み
え
る
が
、

そ
の
職
能

は
明
ら
か

に
で
き
な

い
。
次

い
で

『
日
本

写
経

綜
竪
』

に
所
収
さ
れ
た
天
平
六
年

の
向
姓
禅
師

、
『
東
大
寺
要
録
』
天
平
勝

宝

四
年
の
開
眼
供
養
の
都
講

と
し

て
の
景
静
禅
師
、
同
六
年
紀
州
花
園
村
大
般

若

経
奥
書

に
み
え
る
花

影
禅
師
が
早

い
管
見

で
あ

る
が
、
医
療
に
携
わ

つ
た
の

は

『
続
紀

』
天
平
勝
宝
八
年

に
疹
疾

の
徒

を
救
う
た
め
、
左
右
京
四
畿

内
に
医

師

と
共
ハ
に
遣
わ
さ
れ
た

の
が
初
見
で
あ
る
。

こ
う
し
た
医
療
技
術
を
持

つ
た
禅

師

は
、
看
病
禅
師
と
も
呼
ば
れ
、
天
平
勝
宝

八
年

の
時
点
で
は
百
十
六
名
を
数

え
、

こ
と
ご
と
く
課
役
を
免
じ
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
禅
師

の
内
、
道
鏡
が
保

良
宮

で
孝
謙
天
皇
を
看
病
し
た

の
は
著
名

で
あ
り
、
禅
師
法
栄
も

『
続
紀
』
に

「持
戒
第

一
、
甚
能
看
病
、
由
レ
此
、
請

二於

辺
地

嚇
令
レ
侍
ご
医
薬

こ

と

あ

つ

て
、
医
師
的
素
養
を
発
揮

し
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
法
栄
は
、
鼻

覚
で
薬

草
を
検
出

し
た
と
い
わ
れ
る
鑑
真

と
共
ハ
に
、

医
術
に
よ

つ
て
国
家
か
ら
賞
賛

さ

れ
た
宗
教
者
で
あ
る
。
ま
た
、
豊
前

国
四
十
町
を
医
術
に
よ

つ
て
賜
わ

つ
た
法

蓮

は
、
沙
門
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
『
続
紀
』
に

「
尤
精
二
医
術

嚇
済
二
治
民
苦

こ

と
あ
り
、
医
術
に
堪
能

で
あ

つ
た
。

こ
の
法
蓮

は
、
仁
聞
菩

薩
と
も
呼

ば
れ
、

九

州
国
東
修
験
の
開
基

と
伝
承
さ

れ
る
人
物

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
家

の

記

録
に
あ
ら
わ
れ
る
ほ
ど
禅
師

の
医
術

は
、
当

時
の
医
療
を
風
靡
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
す

る
。

こ
う
し
た
庶
民
層
に
あ

つ
て
医
術

に
優

れ
た
禅
師
を
、
当
時

の
国
家
は
宝
亀

三
年
に
十
禅

師
制
と
し
て
組
織

化
し
て
掌
握
し
た
。
『
続
紀
』
に

「
禅
師
、
秀
南

、

広
達
、
延

秀
、
延
恵
、
首

勇
、
清
浄

、
法
義
、
尊
敬
、
永
興
、
光
信
、
或
持
戒

足
レ
称
、
或

看
病
著
レ
声
、

詔
充
二
供
養

嚇
並
終
共
身
、
当
時
称
為
二十
禅
師

(」
と

記

し
て
い
る
。
こ
の
十
名

の
内
、

広
達
と
永
興

は
、
『
霊
異
記
』
に
も
名
を
み
る
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こ
と
が

で
き
、
広
達
は
吉
野
金
峯
山
寺

で
修
行
し
、

永
興

は
紀
伊
国
熊
野
村

で

修
行
し

て
医
術
に
も
心
得
が
あ

つ
た
。

こ
の
十
禅

師
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
四

名
が
行
基

の
弟
子
と
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
首

勇
、
清
浄
、
法
義

、

光
信

で
あ
る
が
、
こ
の
四
名
に

つ
い
て
は
、
行
基
建

立
に
か
か
る

『
久
米
田
寺

領
流

記
坪

付
帳
』
『
昆
陽
寺
鐘
銘
』
に
そ

の
名
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
光
信

に

つ

い
て
は

『
行
基
年
譜
』
『
扶
桑
略
記
抄
』
に
も
そ
の
旨
を
記

し
て
い
る
。

一
方
、

先

の
十
禅
師
制
の
詔

に
対
し
て
、
『
類
聚

三
代
格
』
に
は
、
次

の
よ
う
な
格
を
所

収
し

て
い
る
。
「
応
供
養
禅

師
十

人
童

子
廿
人
毎
師
二
人
事
、

師

日
米

三
升
、
童

子
米

一
升

五
合
右
奉
勅
、
古

人
云
。
人
能

弘
レ
道

非

二道

弘
ツ
人
。
宜
下
分
コ
省

営

稲

一供
二
禅
師

噸
割
二
正
税
稲

一給
二童

子
刈
以
息
中
乞
食

之
営
加
」

こ
の
格

の
内

容

は
、
十
禅
師
に
対
し
て
経
済
的

に
安
堵

し
た
も
の
で
あ
る

が
、
注
目
さ
れ
る
の

は
、
従
来
禅
師
と
呼
ば
れ
る
宗
教
者

が
乞
食

を
経
済
的
基
盤

と
し

て
い
た
事

で

あ
る
。
す

な
わ
ち
、
禅
師

は
、
広
義
的

に
言

え
ば
勧
進
性
を
帯
び
て
お
り
、
こ
こ

に
、
優
姿
塞

、
沙
弥

と
い

つ
た
古
代

の
聖

の
生
活
形
態

の

一
端
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
こ
の
十
禅
師
制

は
、
宮
中
に
奉
仕
す
る
内
供
奉
十

禅
師
制

と
し
て
発
展
す
る
が
、
最
澄
も
延
暦
十
六
年
に
十
禅
師
に
補

任
さ
れ

て

い
る
。
ま
た
、
円
仁
、
真
済
、
承
雲
、
円
珍
も
禅
師
に
補
任
さ
れ
、
次
第

に
天

台
教
団

の
僧
階
と
し

て
定
着
し
て

い
く
よ
う

で
あ
る
。
特

に
、
持
律
、
持
経
、

苦
練

行

の
者
を
三
色
禅
師
と
呼
び
、
真

済
が
冷
然
院
に
於

い
て
文
徳

天
皇
を
看

病

し
て

い
る
よ
う
に
、
医
術

と
い
う
職
能

は
依
然
と
し
て
保
持
さ

れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
民
間
に
あ

つ
た
禅
師

の
医
療
技
術

が
国
家
に
承
認

さ
れ
、
宝

亀
三
年

の
十
禅
師
制
を
契
機

に
し
て
、
禅

師
は
国
家
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
過
程

を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

一
方

に
は
、
禅
師

は
行

基
の
流

れ
を
く
ん
だ

宗
教
者

で
あ
る
と
理

解
で
き
、
奈
良
朝

の
行
基

の
聖

の
集

団
の
中
に

は
、
医
療

技
術
を
持

っ
た
弟
子
達
が

い
た

こ
と
が
推
定

で
き

る
。
行
基
自
身
も
、
医
療

の

技
術
、
薬
草

に
関
す

る
知
識
を
持

つ
で
い
た

と
思
わ
れ
、
行
基

の
母
が
蜂
田
薬

師
と

い
う
姓
を
も

つ
、
代

々
医
業

を
専
門

と
す
る
家
柄
で
あ

つ
た

こ
と
も
影
響

を
与
え

て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

と

こ
ろ
で
、

こ
の
禅
師
と
医
療
の
結

び
付
き
は
、
禅
師
が
山
林
修
行

の
実
践

僧

で
あ

る
か
ら
、
修
行
か
ら
得
ら
れ
る
兇
験
力
が
病

の
治
療
面
に
発
揮
さ
れ
た

と

い

つ
て
よ

い
。
『
霊
異
記
』
に
み
え
た
永
興
、
広
達
及
び
、
行
基
も
三
十
七
歳

ま

で
山
林
修
行

し
、
道
鏡
も
葛

木
山

で
修
行
し
た
と
伝
え
る
。
し
た
が

つ
て
、

禅
師

の
山
林
修

行
も
医
術

と
し

て
の
兇
験
力
を
獲
得
す
る

こ
と
で
あ

つ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
林
修
行
に
関
連

し
て
、
そ

の
山
岳

に
植
生
す
る
薬
草

の

知
識
を
吸
収

し
た
こ
と
も
、
禅
師
と
医
療
を
結

ぶ
要
因

に
挙
げ
る

こ
と
が
で
き

る
。
記
録
に
あ
ら
わ
れ
る
古
代
日
本

人
の
薬

に
対
す
る
観
念

は
、
多
く
は
神
仙

思
想

に
基
づ

い
た
不
老
不
死

の
観
念

で
あ

る
が
、
山

に
薬
草
を
求
め
る

こ
と
は

古
来
よ
り

一
般
的

で
あ

つ
た
。
『
日
本

書
紀
』
天
武
十
四
年
条

に
は
、
百
済
僧
法

蔵
と
優
婆
塞
が
美
濃
国
山
岳
で
白
市

(
オ
ケ
ラ
)
を
採
取

し
た
こ
と
が
み
え
て

い
る
。

こ
の
僧
侶

の
薬

に
対
す
る
関

心
は
、
修
行
者
自
身

の
食
物
か
ら
発
展
し

た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
『
梁
塵
秘
抄
』

に
は
、
聖

の
好
む
も

の
と
し
て
、
松
茸

、

滑
薄
、
牛
房
、
蕨
、
土
筆
な
ど

の
疏
菜
を
挙
げ

て
い
る
。
ま

た
、
『
宇

津

保
物

語
』
(吹

上
の
下
)
に
は
、
修
験
者

の
食
物
と
し

て
、
木
の
実

、
松

の
葉
を
挙
げ
、

修
行

の

一
環

と
し

て
の
穀
断
行
の
事
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

し
た
が

つ
て
、

薬
草
に
関
す
る
知
識

は
修
行
下
に
於
け

る
食
物
か
ら
吸
収
さ

れ
た

と
考
え
ら
れ

る
。
以
上

の
よ
う
に
、
禅
師
は
山
林
修
行

の
実
践
僧

で
あ
り
、

そ
の
結
果
得
ら

れ
た
医
術

と
し
て

の
兄
験
力
を
保
持
し

て
お
り
、
ま
た
、
薬
草

の
知
識
も
豊
富

で
あ

つ
た
。
そ
し
て
、
中
世
の
聖
、
修
行
僧
、
及
び
、
近
世

の
山
伏
が
著
し
く

庶

民
層

の
医
療
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

こ
う
し
た
、
古
代
禅
師
の
職

能

を
踏
襲

し
た
も

の
と
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。

古
代

の
禅
師

と
医
療

(
根

井
)

-141-


